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潔
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序
　
論

キ
リ
ス
ト
教
会
が
女
性
に
按
手
を
行
い
教
職
(1)

と
し
始
め
て
約
一
五
〇
年
ほ
ど
経
過
し
た
が
、
女
性
教
職
の
是
非
に
つ
い
て
の
教
会
の

公
同
的
理
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
教
団
・
教
派
に
よ
っ
て
肯
定
的
で
あ
っ
た
り
否
定
的
で
あ
っ
た
り
、
積
極
的
で
あ
っ
た
り
消
極
的
で

あ
っ
た
り
と
理
解
の
幅
が
見
ら
れ
る
。
福
音
派
と
呼
ば
れ
る
教
会
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
理
解
の
幅
は
同
様
に
存
在
し
、
福
音
派
と
し

て
の
統
一
し
た
見
解
と
い
う
も
の
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
。

現
在
の
こ
う
し
た
女
性
教
職
の
理
解
の
幅
に
つ
い
て
、
本
論
文
は
そ
の
神
学
的
文
脈
を
直
面
し
た
時
代
状
況
な
ど
も
含
め
な
が
ら
歴
史

神
学
的
に
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
下
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
特
に
米
国
の
福
音
派
に
焦
点
を
あ
て
た
い
。
後
に
詳
述
す

る
が
、
教
会
歴
史
上
初
の
女
性
教
職
は
米
国
福
音
派
の
教
会
か
ら
現
れ
、
教
団
の
総
意
と
し
て
女
性
に
按
手
を
施
し
始
め
た
の
も
福
音
派
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Ⅰ
　
按
手
開
始
前
後

Ａ
　
歴
史
的
発
展

1

宗
教
改
革
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
に
お
い
て
女
性
預
言
者
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
新
約
聖
書
に
お
い
て
は
女
性
に
あ
る
程
度
の
指
導

的
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
使
徒
後
の
初
代
教
会
に
お
い
て
、
お
も
だ
っ
た
教
会
の
指
導
者
は
す
べ
て
男
性
で
あ
っ
た
が
、
女

性
の
与
え
た
神
学
的
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
女
性
が
按
手
さ
れ
た
教
職
と
し
て
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
長
ら
く

な
か
っ
た
。

こ
の
流
れ
に
一
つ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
宗
教
改
革
で
あ
る
。
信
仰
者
万
人
司
祭
論
は
理
論
上
、
女
性
教
職
の
可
能
性
を
拓
く

も
の
で
あ
り
、
実
際
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
自
身
も
女
性
の
教
会
内
の
地
位
に
つ
い
て
の
変
化
を
受
け
容
れ
始
め
て
い
た
と
見
ら
れ
る
(4)

。
女
性

の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
本
質
的
に
悪
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
、
聖
職
者
の
結
婚
が
始
ま
り
、
牧
師
婦
人
ら
は
あ
る
種
の
指
導
的
役
割
を

教
会
内
で
果
た
し
た
と
見
ら
れ
る
。
信
仰
者
万
人
司
祭
を
掲
げ
た
結
果
、
執
事
・
長
老
・
教
師
な
ど
と
い
っ
た
役
職
に
女
性
が
就
く
道
も

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
ひ
ら
け
は
じ
め
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
お
い
て
、
女
性
執
事
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
歴
史
的

証
拠
は
存
在
し
な
い
が
、
マ
リ
ア
と
マ
ル
タ
の
例
に
な
ら
い
、
特
に
未
亡
人
女
性
ら
の
間
で
教
導
的
役
割
を
担
っ
た
女
性
執
事
が
存
在
し

た
と
い
う
例
が
み
ら
れ
る
。

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
は
、
女
性
の
登
用
に
さ
ら
に
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
女
性
の
バ
プ
テ

ス
ト
説
教
者
が
精
力
的
に
活
動
し
た
。
例
え
ば
一
六
四
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
ス
ト
ル
に
設
立
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド
ミ
ー
ド
・
バ
プ
テ
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の
教
会
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
の
福
音
派
の
女
性
教
職
論
を
考
え
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
女
性
教
職
に
踏
み
切
る
に

至
る
前
後
を
理
解
す
る
助
け
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
の
福
音
派
の
教
会
と
そ
の
神
学
は
、
米
国
の
福
音
派
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
き
て
お
り
、
米
国
福
音
派
の
神
学
の
女
性
教
職
論
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
福
音
主
義
神
学
に
お
け
る
女
性
教
職

問
題
を
検
証
す
る
こ
と
に
資
す
る
面
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

米
国
の
福
音
派
に
お
け
る
女
性
教
職
問
題
を
論
じ
る
に
当
た
り
、
お
お
ま
か
に
二
つ
の
期
に
わ
け
て
考
え
た
い
。
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
は
、
福
音
派
の
教
会
が
率
先
し
て
女
性
に
按
手
し
て
い
た
が
、
二
十
世
紀
に
お
い
て
福
音
派
の
教
会
は
女
性
教
職
に
消
極
的

な
面
も
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
十
九
世
紀
米
国
に
お
け
る
按
手
開
始
前
後
と
、
そ
の
後
の
二
十

世
紀
に
お
け
る
展
開
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
経
緯
と
背
後
に
あ
っ
た
神
学
的
確
信
を
と
ら
え
て
み
た
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
「
福
音
主
義
」、
あ
る
い
は
「
福
音
派
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
宗
教
改
革
以
来
よ
く
用
い
ら
れ
て

き
た
福
音
主
義
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ル
ス
デ
ン
と
ド
ナ
ル
ド
・
デ
イ
ト
ン
の
間
の
論
争
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
福

音
主
義
、
あ
る
い
は
福
音
派
の
意
味
す
る
も
の
に
関
し
て
議
論
が
続
い
て
お
り
、
福
音
派
の
歴
史
的
・
神
学
的
実
体
に
関
し
て
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
は
と
れ
て
い
な
い
(2)

。
こ
こ
で
そ
の
論
議
に
深
く
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
行
の
福
音
派
の
教
会
の
多
く
が
十
九
世
紀
米
国

リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
と
そ
の
後
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
ま
た
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
(3)

と
何
ら
か
の
関
係
を
持
ち
、
ま

た
女
性
教
職
は
こ
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
な
か
で
生
じ
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
、
こ
こ
で
は
、「
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
流
れ
に
影
響
を
受
け

つ
つ
聖
書
の
権
威
を
尊
重
し
た
教
会
と
そ
の
流
れ
全
般
」
を
福
音
派
と
呼
称
し
、
こ
の
福
音
派
の
教
会
が
女
性
教
職
に
関
し
て
歴
史
的
に

ど
う
い
う
神
学
的
立
場
を
と
っ
た
の
か
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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に
抵
抗
し
た
オ
レ
ン
ジ
・
ス
コ
ッ
ト
ら
の
一
派
が
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
か
ら
分
離
し
て
形
成
し
た
教
会
で
あ
る
(8)

。
当
時
の
ウ
ェ
ス
レ
ア

ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
年
会
議
長
で
あ
っ
た
リ
ー
は
、
女
性
差
別
問
題
に
も
注
目
し
て
お
り
、
女
性
に
按
手
す
る
こ
と
に
肯
定
的
な
立

場
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
教
会
は
一
八
四
三
年
に
女
性
の
権
利
大
会
(9)

を
主
催
し
女
性
教
職
に
対
し
て
も
肯
定
的
な
立
場
を
既
に
打
ち
出

し
て
い
た
が
、
リ
ー
議
長
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
史
上
初
め
て
女
性
が
按
手
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
会
衆
派
の
教
会
に
赴
き
按
手
礼
説
教
を
行

っ
た
(10)

。
こ
の
按
手
は
会
衆
派
の
教
会
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
の
会
衆
に
よ
る
独
自
の
決
断
と
い
う
面
が
あ
っ
た
が
、
一
八
六
〇
年
代
に

入
る
と
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
は
教
区
単
位
で
女
性
に
按
手
を
施
し
は
じ
め
、
一
八
九
一
年
の
総
会
に
て
女
性
を
教
職
と
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

メ
ソ
ジ
ス
ト
系
で
は
、
救
世
軍
が
女
性
教
職
に
関
し
て
最
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
の
設
立
時
に
救
世
軍
は
女
性
教
職
を
す

で
に
認
め
て
い
た
が
、
こ
の
教
会
の
設
立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ス
の
妻
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ブ
ー
ス
は
結
婚
前
か
ら
女
性
の
権
利
に
高
い

関
心
を
持
ち
(11)

、
女
性
の
教
会
内
の
活
動
を
押
し
進
め
る
た
め
の
著
作
活
動
を
続
け
た
。
夫
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
病
気
で
講
壇
に
立
て
な
く

な
る
と
、
彼
の
代
わ
り
に
精
力
的
に
説
教
し
、
会
衆
も
喜
ん
で
耳
を
傾
け
た
。
他
に
も
、
ホ
ー
リ
ネ
ス
・
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
・
ム
ー
ヴ
メ

ン
ト
に
よ
っ
て
十
九
世
紀
末
か
ら
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ナ
ザ
レ
ン
教
会
、
そ
し
て
ピ
ル

グ
リ
ム
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
(12)

な
ど
は
い
ず
れ
も
女
性
教
職
を
公
式
に
認
め
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
の
教

会
で
は
十
九
世
紀
末
期
頃
教
職
者
全
体
の
二
〜
三
割
を
女
性
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
ピ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ァ
イ
ア
（
現
在
の
ペ

ン
テ
コ
ス
タ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
）
と
い
う
こ
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
の
小
さ
な
教
団
は
、
教
会
歴
史
上
初
の
女
性
監
督
を
送
り
出
し
た
(13)

。
女
性

に
対
す
る
教
育
の
機
会
や
参
政
権
な
ど
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
当
時
を
考
え
る
と
、
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
い
か
に
積
極
的
な
姿
勢

を
と
っ
て
い
た
か
が
伺
い
知
れ
る
。

バ
プ
テ
ス
ト
系
も
早
く
か
ら
女
性
の
説
教
者
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
り
、
例
え
ば
テ
キ
サ
ス
州
、
ダ
ラ
ス
に
あ
る
第
一
バ
プ
テ
ス
ト
教
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ス
ト
教
会
は
ド
ロ
シ
ー
・
ハ
ザ
ー
ド
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
系
で
は
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
自
身
女
性
説

教
者
の
登
用
を
認
め
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
没
後
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
ア
ダ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
も
、
女
性
の
働
き

に
関
し
て
積
極
的
立
場
を
と
っ
た
。

2

女
性
教
職
を
送
り
出
し
始
め
た
ア
メ
リ
カ
の
教
会

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
女
性
の
登
用
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
女
性
に
対
し
正
式
に
按
手
を
施
し
た
の
は
米
国

で
あ
っ
た
。
一
七
九
五
年
か
ら
リ
バ
イ
バ
ル
の
波
が
米
国
で
始
ま
る
と
（The

Second
G
reatA

w
akening

）、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
流
れ

に
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
教
会
や
セ
ク
ト
系
の
教
会
の
多
く
の
女
性
た
ち
が
教
会
で
説
教
を
始
め
た
。
米
国
初
の
女
性
た
ち
に
よ
る

宣
教
会
、
ボ
ス
ト
ン
・
フ
ィ
メ
ー
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
は
、
メ
リ
ー
・
ウ
ェ
ブ
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
会
衆
派
と
バ
プ
テ
ス
ト
の
女
性
た
ち
に

よ
っ
て
一
八
〇
〇
年
に
結
成
さ
れ
、
一
八
一
五
年
に
は
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
・
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
が
女
性
に
説
教
を
行
う
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え

始
め
た
。

つ
い
に
は
一
八
五
三
年
九
月
一
五
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ウ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
に
あ
る
会
衆
派
の
教
会
に
て
(5)

、
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
(6)

が
教
会
歴
史
上
初
め
て
の
女
性
教
職
と
し
て
按
手
さ
れ
た
。
彼
女
は
一
八
二
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ロ
チ
ェ
ス
タ

ー
に
生
ま
れ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ィ
ニ
ー
か
ら
大
き
な
感
化
を
受
け
、
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
で
学
び
、
一
八
五
二
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

サ
ウ
ス
バ
ト
ラ
ー
の
第
一
会
衆
派
教
会
の
牧
師
と
な
っ
た
。
一
八
五
三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
開
か
れ
た
世
界
禁
酒
運
動
大
会
で
三
時

間
に
わ
た
る
熱
弁
を
ふ
る
い
、
教
会
に
戻
っ
た
後
按
手
を
受
け
た
。
按
手
礼
説
教
を
行
っ
た
の
は
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の

年
会
議
長
、
ル
ー
サ
ー
・
リ
ー
で
あ
る
(7)

。

ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
（
現
在
の
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
教
会
）
は
、
当
時
奴
隷
制
度
を
黙
認
し
て
い
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
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会
も
女
性
教
職
を
認
め
る
に
至
っ
た
。

上
述
の
教
会
は
あ
る
程
度
の
数
の
代
表
者
ら
が
集
ま
り
協
議
し
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
教
会
の
政
治
機
構
上
、
各
教
会
の
自
主
判

断
に
任
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
教
会
、
ま
た
特
に
女
性
教
職
を
禁
じ
て
い
な
か
っ
た
教
会
で
、
こ
の
前
後
に
女
性
に
按
手
を
施
し
始
め
た

教
会
は
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
会
（
一
八
六
〇
）、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
（
一
八
六

三
）、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
会
（
一
八
六
七
）、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
・
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
（
一
八
七
一
）、
フ
レ
ン
ズ
・
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
一
九
〇
二
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
に
於
い
て
福
音
派
の
各
派
と
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ズ
ム
系
の
各
教
会
は
女
性
教
職
を
認
め
始
め
た
。
今
日
の
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
神
学
に
対
し
比
較
的
高
い
親
和
性
を
持
つ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
主
流
派
教
会
が
女
性
教
職
に
踏
み
切
り
始
め
た
二
十
世
紀
半

ば
よ
り
も
約
一
世
紀
前
か
ら
、
福
音
派
は
す
で
に
女
性
教
職
を
送
り
出
し
て
い
た
。

Ｂ
　
女
性
教
職
誕
生
の
理
由

旧
約
聖
書
の
時
代
か
ら
信
仰
共
同
体
の
中
で
女
性
が
あ
る
種
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
き
て
い
た
が
、
按
手
を
受
け
た
聖
職
者
と
し
て

正
面
に
立
つ
こ
と
は
長
ら
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
何
故
こ
の
時
期
に
な
っ
て
米
国
で
女
性
教
職
が
出
現
し
て
き
た
か
を
考
え
る
と
、
少
な

く
と
も
以
下
の
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
こ
の
時
期
の
米
国
に
お
い
て
論
争
の
的
で
あ
っ
た
奴
隷
制
度
問
題
と
キ
リ
ス
ト
論

的
平
等
主
義
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
当
時
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
に
顕
著
で
あ
っ
た
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
土
台
と
す
る
聖
霊

論
的
聖
職
者
観
で
あ
ろ
う
。
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会
も
ル
シ
ン
ダ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
指
導
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
一
八
六
八
年
に
始
ま
っ
て
お
り
、
他
に
も
多
く
の
場
所
に
お
い
て
女

性
伝
道
師
が
活
躍
し
た
。
ゴ
ー
ド
ン
大
学
と
ゴ
ー
ド
ン
・
コ
ン
ウ
ェ
ル
神
学
校
の
設
立
に
尽
力
し
た
Ａ
・
Ｊ
・
ゴ
ー
ド
ン
(14)

は
、
女
性
が

教
会
の
公
の
場
所
で
語
る
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の
を
う
け
て
、
女
性
の
公
の
場
所
で
の
説
教
を
擁
護
す
る
論
文
を

発
表
し
た
(15)

。
十
九
世
紀
後
期
に
な
る
と
、
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
ま
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
女
性
教
職
を
認
め

始
め
た
。
一
八
八
九
年
チ
ャ
ー
チ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ブ
レ
ズ
レ
ン
・
イ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
ト
は
女
性
を
教
職
と
す
る
こ
と
を

認
め
、
一
八
九
五
年
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
プ
テ
ス
ト
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
一
九
〇
七
年
に
は
北
部
バ
プ
テ
ス
ト
・
コ
ン
ヴ

ェ
ン
シ
ョ
ン
は
女
性
教
職
を
正
当
と
み
な
し
、
一
九
一
八
年
に
は
バ
プ
テ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
女
性
教
職
を
認
め

た
(16)
。

改
革
派
系
で
は
、
長
老
派
系
は
女
性
教
職
に
つ
い
て
比
較
的
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
。
十
九
世
紀
に
お
い
て
女
性
ら
に
よ
る
宣
教
会
が

結
成
さ
れ
海
外
に
お
い
て
女
性
宣
教
師
は
活
躍
し
た
が
、
米
国
内
に
お
い
て
女
性
が
按
手
を
受
け
て
牧
師
の
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
は
、

長
老
派
系
の
教
会
で
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
ニ
ー
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
と
比
較
的
近
い
立
場
に

あ
っ
た
改
革
派
系
の
教
会
は
女
性
教
職
に
肯
定
的
な
姿
勢
を
と
っ
た
。
例
え
ば
、
北
欧
か
ら
北
米
へ
の
移
民
ら
を
中
心
に
十
九
世
紀
末
に

構
成
さ
れ
た
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
フ
リ
ー
教
会
（Trinity

EvangelicalD
ivinity

School

で
有
名
）
は
、
巡
回
伝
道
者
の
み
な
ら
ず
定

住
の
伝
道
者
に
も
女
性
を
登
用
し
て
い
た
(17)

。
ま
た
こ
の
教
会
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ソ
ン
(18)

は
、「
預
言
す
る
娘
た
ち(T

he

Prophesying
D
aughters)

」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
著
し
て
女
性
に
よ
る
説
教
を
擁
護
し
た
。
一
八
八
八
年
に
は
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ズ
・

オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
、
そ
し
て
や
や
時
期
を
お
い
て
一
九
二
一
年
に
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
長
老
教
会
も
女
性
教
職
を
認
め
た
。
ド
ワ
イ
ト
・

ム
ー
デ
ィ
は
ム
ー
デ
ィ
聖
書
学
校
を
設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
女
性
の
入
学
者
を
認
め
(19)

、
そ
こ
で
学
ん
だ
女
性
た
ち
は
ム
ー
デ
ィ
や
ビ
リ

ー
・
サ
ン
デ
ィ
ら
の
働
き
に
積
極
的
に
参
画
し
た
(20)

。
そ
の
後
、
一
九
四
八
年
に
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
ア
ン
ド
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
教
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回
心
経
験
の
後
は
、
神
へ
の
愛
、
隣
人
愛
と
い
う
か
た
ち
に
現
れ
る
自
己
中
心
か
ら
遠
く
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
生
涯
を
訴
え
た
。
そ
の
結

果
、
極
端
な
予
定
論
に
安
じ
て
愛
の
実
を
結
ぼ
う
と
し
な
い
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ら
を
フ
ィ
ニ
ー
は
批
判
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
具
体
的
な
社

会
悪
に
対
し
て
熱
心
に
取
り
組
む
よ
う
に
励
ま
し
た
。
社
会
改
革
は
リ
バ
イ
バ
ル
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
愛
の
業
の
怠
り
は
リ
バ
イ
バ
ル

を
押
し
と
ど
め
る
も
の
と
理
解
し
た
フ
ィ
ニ
ー
は
、
奴
隷
制
度
を
黙
認
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ら
を
特
に
激
し
く
批
判
し
た
(25)
。

こ
う
し
た
著
名
な
指
導
者
に
限
ら
ず
、
当
時
の
福
音
派
は
個
人
的
な
回
心
の
経
験
と
そ
れ
に
続
く
愛
の
業
を
強
調
し
、
特
に
奴
隷
制
反

対
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
(26)

。
こ
の
奴
隷
制
反
対
の
強
調
が
、
福
音
派
を
女
性
差
別
問
題
の
存
在
に
も
目
を
向
け
さ
せ
た
。
そ
う

し
た
動
き
の
最
初
の
例
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
と
サ
ラ
・
グ
リ
ム
ケ
姉
妹
(27)

ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
姉
妹
は
女
性
が
公
の

場
所
で
語
る
権
利
に
つ
い
て
主
張
し
、
性
別
の
平
等
に
関
す
る
手
紙
（Letters

on
the

Equality
ofthe

Sexes

）
を
一
八
三
七
年
に
出
版
し

た
。
こ
の
中
で
サ
ラ
・
グ
リ
ム
ケ
は
奴
隷
の
立
場
と
女
性
の
立
場
を
比
較
し
つ
つ
、
女
性
差
別
の
実
態
を
鋭
く
批
判
し
た
。
こ
の
よ
う
に

人
種
差
別
問
題
に
敏
感
に
な
っ
て
い
っ
た
福
音
派
は
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
主
義
を
男
女
差
別
問
題
に

対
し
て
も
向
け
始
め
た
(28)
。

こ
う
し
た
動
き
が
福
音
派
の
な
か
で
拡
が
る
な
か
、
人
類
の
歴
史
上
初
の
男
女
共
学
の
大
学
が
福
音
派
か
ら
誕
生
し
た
。
こ
れ
が
オ
ハ

イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
市
に
あ
っ
た
レ
イ
ン
神
学
校
か
ら
分
離
し
た
生
徒
ら
に
よ
っ
て
一
八
三
五
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
で

あ
る
。
レ
イ
ン
神
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
セ
オ
ド
ア
・
ウ
ェ
ル
ド
を
中
心
と
す
る
学
生
た
ち
は
、
奴
隷
制
反
対
組
織
を
結
成
し
、
行
い
の

無
い
信
仰
は
死
ん
だ
も
の
と
の
確
信
に
立
ち
奴
隷
制
度
と
そ
れ
を
支
え
る
人
種
差
別
主
義
に
公
然
と
抵
抗
し
た
(29)

。
そ
の
結
果
、
奴
隷
制

度
擁
護
の
立
場
に
あ
っ
た
保
守
層
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
学
校
と
理
事
会
側
か
ら
こ
う
し
た
学
生
ら
に
圧
力
が
か
か
り
、
信
仰
と
行

い
の
自
由
を
求
め
て
学
生
た
ち
は
レ
イ
ン
神
学
校
か
ら
の
分
離
独
立
に
踏
み
切
っ
た
(30)

。
こ
う
し
て
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
を
設
立
す
る
に
あ

た
っ
て
、
彼
ら
は
奴
隷
制
の
な
い
平
等
社
会
実
現
の
主
張
を
男
女
の
機
会
均
等
問
題
に
も
敷
衍
さ
せ
、
歴
史
上
初
の
男
女
共
学
の
大
学
を
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１
　
人
種
・
性
別
差
別
問
題
と
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
主
義

一
九
六
〇
年
代
の
米
国
に
お
け
る
公
民
権
運
動
が
現
在
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
興
隆
に
寄
与
し
た
よ
う
に
、
一
八
三
〇
年
代
以
降
に
お
け

る
奴
隷
制
廃
止
論
が
女
性
教
職
の
道
を
拓
く
に
あ
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
（
ガ
ラ
テ

ヤ
三
・
二
八
）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
性
な
ど
を
根
拠
に
奴
隷
制
反
対
を
主
張
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち
は
、
そ
の
確
信
を
単
に
奴

隷
制
問
題
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
般
の
問
題
一
つ
一
つ
に
適
用
し
は
じ
め
、
女
性
差
別
の
問
題
に
も
取
り
組
み
始
め
た
。

社
会
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
は
、
現
在
の
福
音
派
に
お
い
て
や
や
異
質
な
も
の
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
十
九
世
紀
の
福

音
派
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
例
え
ば
二
十
世
紀
の
福
音
派
を
代
表
す
る
人
物
、
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
は
聖
職
者
の
使
命
を
福
音
宣
証

と
位
置
づ
け
、
社
会
問
題
や
政
治
問
題
に
関
わ
る
こ
と
を
二
次
的
な
も
の
と
し
た
が
(21)

、
そ
の
グ
ラ
ハ
ム
と
関
係
の
深
い
ホ
イ
ー
ト
ン
大

学
の
設
立
過
程
を
を
見
る
と
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ホ
ィ
ー
ト
ン
大
学
は
福
音
派
の
中
で
最
も
古
く
、
ま

た
多
く
の
福
音
派
の
指
導
者
を
輩
出
し
て
き
た
大
学
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
反
奴
隷
制
の
立
場
を
当
時
最
も
強
く
持
っ
て
い
た
ウ
ェ
ス

レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
よ
り
イ
リ
ノ
イ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
と
し
て
一
八
四
八
年
に
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
経
済
的
に
こ

の
学
校
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
一
八
六
〇
年
に
会
衆
派
が
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
ウ
ェ
ス
レ

ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
堅
持
し
て
い
た
奴
隷
制
反
対
に
代
表
さ
れ
る
社
会
悪
へ
の
高
い
関
心
は
貫
か
れ
た
。
会
衆
派
ら
に
よ
る
運
営

体
制
が
整
え
ら
れ
る
な
か
で
招
か
れ
た
初
代
の
学
長
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
は
、
福
音
派
の
中
で
著
名
な
反
奴
隷
制
の
指
導
者

で
あ
り
(22)

、
ホ
ィ
ー
ト
ン
大
学
に
招
か
れ
た
際
、
完
全
な
状
態
の
社
会
と
キ
リ
ス
ト
の
御
国
の
実
現
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
新
約
聖
書
の

語
る
平
等
に
の
っ
と
り
奴
隷
制
の
完
全
な
撤
廃
を
目
指
す
と
宣
言
し
た
(23)
。

こ
れ
は
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
に
限
ら
ず
、
当
時
福
音
的
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
指
導
者
の
一
人
で
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
に
お
い
て
大
き
な
影
響

を
与
え
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ィ
ニ
ー
に
も
見
ら
れ
た
(24)

。
フ
ィ
ニ
ー
は
罪
の
本
質
を
自
己
中
心
と
理
解
し
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
個
人
的
な
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強
調
す
る
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
観
か
ら
人
種
差
別
・
女
性
差
別
問
題
に
も
精
力
的
に
取
り
組

む
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
形
成
し
た
(36)

。
そ
の
結
果
十
九
世
紀
の
米
国
の
福
音
派
は
、
女
性
に
対
す
る
教
職
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
観
か
ら
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

2

デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
聖
霊
論
的
聖
職
者
観

ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
教
会
の
年
会
議
長
、
ル
ー
サ
ー
・
リ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
対
す
る
按
手
礼
説
教
を
読
む
と
(37)

、
十
九

世
紀
の
米
国
福
音
派
が
女
性
按
手
に
踏
み
切
っ
た
神
学
的
確
信
が
に
じ
み
で
て
い
る
。
使
徒
行
伝
に
み
る
初
代
教
会
に
お
け
る
先
例
、
ガ

ラ
テ
ヤ
三
・
二
八
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
男
女
の
平
等
性
、
そ
し
て
ヨ
エ
ル
書
二
・
二
八
と
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
使
徒

二
・
一
七
か
ら
の
聖
霊
の
傾
注
に
よ
る
女
性
教
職
の
正
当
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
聖
霊
に
よ
っ
て
息
子
も
娘
も
預
言
す
る
と
聖
書
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
男
性
の
み
が
教
職
に
就
く
こ
と
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
以
降
の
教
会
に
相
応
し
く
な
い
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

教
会
の
雛
形
を
論
じ
る
に
当
た
り
、
天
地
創
造
に
お
け
る
原
初
の
栄
光
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
へ
の
召
し
、
あ
る
い
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と

弟
子
た
ち
な
ど
と
い
っ
た
色
々
な
点
を
キ
リ
ス
ト
教
会
は
論
じ
て
き
た
が
、
十
九
世
紀
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
を
教
会

形
成
の
神
学
と
実
践
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
神
か
ら
の
召
し
と
聖
霊
の
満
た
し
と
い
う
両
者
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
教
会
の

聖
職
者
と
し
て
立
つ
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
出
来
事
に
お
い
て
、
男
性
も
女
性
も
聖
霊
に
満
た

さ
れ
て
預
言
す
る
と
い
う
聖
句
か
ら
、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
は
聖
霊
論
的
に
女
性
教
職
を
妥
当
と
し
始
め
た
。
か
つ
て
宗
教
改
革
後
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
が
万
人
司
祭
を
も
と
と
し
た
キ
リ
ス
ト
論
的
女
性
の
登
用
を
考
え
た
の
に
対
し
、
十
九
世
紀
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
は
聖
霊
論
的

展
開
に
よ
っ
て
女
性
教
職
を
肯
定
し
た
。
神
が
女
性
に
対
し
て
聖
職
者
と
し
て
の
召
し
を
与
え
、
聖
霊
が
当
該
女
性
を
満
た
し
て
い
る
の
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設
立
し
た
(31)

。
教
会
史
上
初
の
女
性
教
職
で
あ
る
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
こ
の
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
に
て
神
学
教
育
を
受
け
、
他

に
も
多
く
の
オ
ゥ
ベ
リ
ン
卒
業
生
が
女
性
権
利
活
動
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
っ
た
。

今
日
の
米
国
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
興
隆
の
源
流
を
探
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
十
九
世
紀
福
音
派
が
あ
っ
た
こ
と
は
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
夫
婦
別
姓
を
主
張
し
た
ル
ー
シ
ー
・
ス
ト
ー
ン
、
ま
た
第
二
回
女
性
権
利
大
会
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
で
あ
っ
た
ベ

ッ
ツ
ィ
・
カ
ウ
ル
ス
は
、
オ
ゥ
ベ
リ
ン
の
卒
業
生
で
あ
る
。
上
述
の
グ
リ
ム
ケ
姉
妹
は
、
聖
書
の
翻
訳
の
作
業
に
お
い
て
男
性
の
感
性
の

及
ぼ
す
影
響
と
聖
書
原
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
論
じ
、
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
の
伝
道
者
で
女
性
教
職
擁
護
のW

om
en

in
the

Pulpit

を
著

し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
婦
人
参
政
権
の
活
動
家
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。
Ａ
・
Ｂ
・
シ
ン
プ
ソ
ン
もEchoes

of
the

N
ew

C
reation

に
お
い
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
男
性
面
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
を
従
属
的
立
場
に
お
く
こ
と
に
反
対
し

た
(32)
。

十
九
世
紀
当
時
の
福
音
派
の
持
っ
て
い
た
社
会
的
関
心
の
高
さ
、
そ
し
て
彼
ら
の
持
っ
て
い
た
信
仰
と
善
行
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
議

論
は
あ
る
も
の
の
、
彼
ら
が
善
行
に
つ
い
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
(33)

。
現
代
の
米
国
に
お
い
て
福
音
派
は
保
守

派
で
あ
り
、
伝
統
的
社
会
的
通
念
を
守
ろ
う
と
す
る
勢
力
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
逆
で
、
福
音

派
こ
そ
が
、
奴
隷
問
題
や
人
種
差
別
問
題
、
ま
た
女
性
差
別
問
題
、
孤
児
や
未
亡
人
ら
ま
た
経
済
的
困
窮
者
ら
の
問
題
に
つ
い
て
非
常
に

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
持
っ
て
い
た
(34)
。

確
認
す
る
が
、
十
九
世
紀
福
音
派
に
お
い
て
社
会
改
革
を
個
人
の
救
い
よ
り
も
優
先
さ
せ
る
姿
勢
は
無
か
っ
た
。
例
え
ば
オ
ゥ
ベ
リ
ン

大
学
設
立
の
過
程
に
お
い
て
奴
隷
制
問
題
は
主
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
大
学
に
お
い
て
の
最
も
大
切
な
課
題
は
罪
か
ら
の

回
心
と
聖
化
で
あ
る
と
フ
ィ
ニ
ー
は
重
ね
重
ね
強
調
し
た
(35)

。
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
内
で
は
宣
教
活
動
な
ど
も
盛
ん
で
、
設
立
後
僅
か
一
年

で
学
内
に
六
つ
の
宣
教
会
が
組
織
さ
れ
、
特
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
へ
の
伝
道
に
強
調
が
お
か
れ
た
。
そ
う
し
て
個
人
の
救
い
を



守
派
を
否
定
し
た
。

女
性
教
職
反
対
論
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
一
四
・
三
四
〜
三
五
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
女
性
教
職
に
明
確
に
反
対
す
る
聖
書

中
の
唯
一
の
箇
所
で
あ
り
、
聖
書
全
体
に
み
ら
れ
る
男
女
の
平
等
性
、
特
に
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
の
平
等
性
と
聖
霊
が
男
性
に
も
女
性
に

も
注
が
れ
て
預
言
す
る
こ
と
か
ら
考
え
、
こ
れ
は
特
定
の
教
会
の
特
定
の
事
情
に
つ
い
て
パ
ウ
ロ
が
書
い
て
あ
る
も
の
で
あ
る
と
当
時
の

福
音
派
は
理
解
し
た
。
ま
た
Ⅰ
テ
モ
テ
二
・
一
一
〜
一
二
を
女
性
教
職
問
題
と
結
び
つ
け
る
解
釈
に
も
疑
問
を
呈
し
、
女
性
教
職
を
擁
す

る
こ
と
こ
そ
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
以
降
の
教
会
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
論
じ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
時
代
か
ら
約
千
八
百
年
間
女
性
教
職
を
持
た
ず
に
き
た
が
、
十
九
世
紀
に
な
っ
て
つ
い
に

女
性
教
職
を
輩
出
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
歴
史
的
背
景
、
神
学
的
文
脈
を
み
る
と
、
女
性
へ
の
按
手
開
始
に
至
っ
た
一
つ
の
流
れ
を
見
る
。

奴
隷
制
度
問
題
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
論
的
反
論
を
き
っ
か
け
と
し
て
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
多
く
の
関
心
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
聖
霊

論
的
聖
職
者
観
、
神
か
ら
召
さ
れ
聖
霊
が
注
が
れ
た
者
は
誰
で
あ
っ
て
も
教
職
と
な
り
う
る
と
い
う
草
の
根
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
教
職

観
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
と
い
う
ガ
ラ
テ
ヤ
三
・
二
八
を
も
と
に
し
た
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
主
義
と
、
息
子
も

娘
も
預
言
す
る
と
い
う
使
徒
の
働
き
二
・
一
七
に
よ
る
聖
霊
論
的
教
職
論
か
ら
、
福
音
派
の
教
会
か
ら
、
史
上
初
の
女
性
教
職
が
誕
生
し

た
(44)
。
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に
、
そ
れ
を
ど
う
し
て
人
が
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
(38)
。

救
世
軍
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ブ
ー
ス
の
著
し
たFem

ale
M
inistry

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
と
は
女
性
に
も
男
性
と
同

様
の
役
割
が
聖
霊
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
出
来
事
で
あ
る
と
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ブ
ー
ス
は
論
じ
、
人
の
偏
見
と
習
慣
に
よ
っ
て
女
性
の
機
会

が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
た
。
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
に
お
い
て
多
大
な
影
響
を
与
え
た
フ
ィ
ビ
ー
・
パ
ー
マ
ー
は
(39)

、
ホ
ー
リ
ネ
ス

の
リ
バ
イ
バ
ル
の
盛
ん
だ
っ
た
一
八
五
〇
年
代
に
お
い
て
四
二
一
ペ
ー
ジ
か
ら
な
るThe

Prom
ise

ofthe
Father

（
一
八
五
九
）
を
著
し
、

そ
の
中
で
女
性
教
職
論
を
擁
護
し
た
。
彼
女
が
編
集
を
担
当
し
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
を
中
心
に
広
く
読
ま
れ
た
「G

uide
to

H
oliness

」
誌
で
は
、

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
出
来
事
こ
そ
、
社
会
悪
の
根
を
断
ち
切
る
斧
で
あ
り
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
が
輝
く
ほ
ど
女
性
た
ち
が
神
の
栄
光
の
た
め
に

公
の
場
所
で
語
り
教
え
る
と
い
っ
た
論
調
が
続
い
た
。
他
に
も
、
フ
リ
ー
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
設
立
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
、
Ｂ
・
Ｔ
・
ロ

バ
ー
ツ
に
よ
るO

rdaining
W

om
en

（
一
八
九
一
）
(40)
、
ナ
ザ
レ
ン
教
会
の
フ
ァ
ニ
ー
・
ハ
ン
タ
ー
に
よ
るW

om
en

Preachers

（
一
九
〇

五
）、
Ｗ
・
Ｂ
・
ゴ
ッ
ド
ベ
イ
に
よ
るW

om
an

Preacher

（
一
八
九
一
）
な
ど
は
、
こ
う
し
た
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的
聖
職
者
観
(41)

に
沿
っ
て

著
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
に
限
ら
ず
、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
系
全
般
に
見
ら
れ
た
論
調
で
あ
り
、
例
え
ば
バ
プ
テ
ス
ト

の
Ａ
・
Ｊ
・
ゴ
ー
ド
ン
も
女
性
が
公
の
場
所
で
説
教
す
る
こ
と
を
肯
定
す
るThe

M
inistry

of
W

om
en

と
題
す
る
論
文
に
て
、
ヨ
エ
ル
書

と
使
徒
行
伝
二
章
か
ら
男
性
も
女
性
も
預
言
す
る
聖
霊
の
時
代
の
到
来
を
論
拠
と
し
、
女
性
の
公
的
役
割
の
妥
当
性
を
論
じ
た
(42)
。

こ
う
し
た
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的
教
職
観
を
支
え
た
聖
書
解
釈
の
背
後
に
、
当
時
の
福
音
派
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
聖
霊
の
時
代
の
到
来
と
い
う
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
歴
史
観
に
根
ざ
し
た
聖
書

解
釈
は
、
旧
約
聖
書
時
代
に
あ
っ
た
奴
隷
制
度
を
根
拠
に
奴
隷
制
度
を
肯
定
す
る
保
守
派
の
聖
書
解
釈
を
拒
絶
し
た
。
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的

聖
霊
の
傾
注
に
よ
っ
て
う
ち
立
て
ら
れ
る
新
し
い
価
値
観
と
新
し
い
平
等
性
は
、
そ
れ
以
前
の
価
値
観
よ
り
も
優
先
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
(43)

。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
福
音
派
は
旧
約
聖
書
に
お
け
る
奴
隷
活
用
の
事
実
を
も
っ
て
奴
隷
制
度
を
擁
護
す
る
保

44



長
老
と
し
て
按
手
す
る
案
が
受
け
容
れ
ら
れ
、
一
九
三
〇
年
に
女
性
を
長
老
と
し
て
按
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
個

教
会
に
お
い
て
女
性
は
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
聖
職
者
と
し
て
働
く
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
(47)
。
そ
の
後
一
九
五
三
年
に
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
長
老
よ
り
女
性
教
職
を
認
め
る
た
め
の
動
議
が
出
さ
れ
(48)

、
一
九
五
六
年

に
女
性
を
教
職
と
す
る
こ
と
が
正
式
に
認
め
ら
れ
た
。

米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
も
同
年
に
女
性
教
職
を
認
め
、
一
九
六
八
年
に
お
け
る
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ブ
レ
ズ
レ
ン

と
の
合
同
に
よ
っ
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
誕
生
し
た
際
も
女
性
教
職
は
確
認
さ
れ
た
。
年
代
が
前
後
す
る
が
、
米
国
南

部
長
老
教
会
は
一
九
六
四
年
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ー
サ
レ
ン
教
会
と
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
ル
ー
サ
レ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
・
イ
ン
・
ア
メ

リ
カ
は
一
九
七
〇
年
、
そ
し
て
米
国
聖
公
会
（
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
教
会
）
も
一
九
七
六
年
に
女
性
教
職
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

一
九
七
〇
年
代
に
は
い
っ
て
、
保
守
的
な
教
会
の
な
か
で
そ
れ
ま
で
女
性
教
職
を
み
と
め
て
い
な
か
っ
た
教
会
の
い
く
つ
か
が
方
向
転
換

を
は
か
っ
た
。
メ
ノ
ナ
イ
ト
教
会
は
一
九
七
三
年
に
、
北
米
フ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
は
一
九
七
四
年
に
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・

カ
ヴ
ナ
ン
ト
教
会
、
そ
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ャ
ー
チ
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
一
九
七
九
年
に
女
性
教
職
を
正
式
に
認
め
る
に
至
っ
た
。

Ｂ
　
消
極
的
姿
勢
の
波

こ
う
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
間
で
は
女
性
教
職
を
認
め
る
動
き
が
盛
ん
に
な
り
は
じ
め
た
一
方
、
こ
れ
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
動
き

も
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
東
方
正
教
会
は
今
日
も
女
性
教
職
を
認
め
て
い
な
い
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
福
音
派
の
な

か
に
も
女
性
教
職
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
を
打
ち
出
す
流
れ
が
で
て
き
た
。

福
音
派
内
の
こ
う
し
た
消
極
的
姿
勢
の
代
表
的
な
声
と
し
て
、
サ
ザ
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
声
明
が
あ
る
。
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Ⅱ
　
按
手
開
始
後
の
展
開

Ａ
　
拡
が
る
女
性
教
職
の
波

先
に
見
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
の
福
音
派
は
女
性
の
按
手
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
主
流
派
教
団
が
女
性
に
按
手
を
施
さ
な
か
っ

た
時
代
、
福
音
派
は
女
性
の
機
会
均
等
と
女
性
教
職
を
認
め
始
め
た
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
こ
の
動
き
は
続
き
、
女
性
教
職
に
つ
い
て

比
較
的
否
定
的
で
あ
っ
た
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
神
学
が
興
隆
し
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
さ
え
、
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
リ
ズ
ム
と
称
さ
れ
る
教
会
に
お
い
て
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
数
の
女
性
が
教
職
と
し
て
活
動
し
て
い
た
(45)
。
こ
う
し
た
二
重
構
造
は
、

い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
神
学
者
ら
に
よ
る
神
学
的
声
明
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
的
確
信
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
い
う
リ
バ
イ
バ
リ

ズ
ム
系
特
有
の
グ
ラ
ス
・
ル
ー
ツ
的
体
質
が
原
因
で
あ
ろ
う
(46)
。

二
十
世
紀
に
入
り
、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
系
の
教
会
が
女
性
に
按
手
を
施
し
始
め
て
約
一
世
紀
ほ
ど
経
っ
て
主
流
派
教
団
も
第
二
次
大
戦

後
か
ら
次
第
に
女
性
教
職
を
送
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
教
会
は
、
一
九
一
五
年
に
女
性
が
執
事

に
就
く
こ
と
を
認
め
た
も
の
の
、
一
九
二
三
年
に
宣
教
会
が
再
編
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
女
性
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
女
性
た

ち
の
宣
教
会
の
独
立
性
が
失
わ
れ
た
。
こ
れ
に
際
し
、
合
同
長
老
教
会
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
は
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
と
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ホ
ッ
ジ
の
二
人
に
女
性
の
教
会
内
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
リ
サ
ー
チ
を
託
し
た
。
二
人
は
一
九
二
三
年
に
ホ
ッ

ジ
／
ベ
ネ
ッ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
、
①
女
性
を
長
老
（E

lder
）
ま
た
牧
師
（M

inister

）
と
し
て
按
手
す
る
、
②
女
性
を
長
老

（Elder

）
と
し
て
按
手
す
る
、
③
女
性
を
地
方
伝
道
師
（LocalEvangelist
）
と
し
て
の
一
年
間
の
免
許
を
与
え
る
、
と
い
う
三
つ
の
解

決
策
を
提
示
し
た
。
合
同
長
老
教
会
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
は
、
こ
の
三
つ
の
案
を
長
老
た
ち
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
女
性
を
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女
性
差
別
問
題
か
ら
他
の
社
会
問
題
に
よ
り
多
く
の
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
点
と
し
て
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
神
学
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
持
つ
特
色
と
し
て
比
較
的

よ
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
近
代
主
義
の
影
響
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
近
代
の
文
化
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
抵

抗
姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
る
(53)
。
例
え
ば
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
反
リ
ベ
ラ
ル
色
の
強
か
っ
たPrinceton

R
eview

で
は
、
キ

リ
ス
ト
教
か
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
の
ど
ち
ら
か
の
選
択
を
迫
る
論
調
が
多
く
、
Ｊ
・
Ｇ
・
メ
イ
チ
ェ
ン
な
ど
は
、
自
由
主
義
神
学
を
近
代

主
義
に
影
響
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
で
は
あ
る
が
全
く
別
の
宗
教
と
す
る
姿
勢
さ
え
辞
さ
な
い
態
度
を
と
っ
た
。

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
持
つ
こ
う
し
た
近
代
の
変
化
を
好
ま
な
い
姿
勢
は
、
福
音
派
の
持
っ
て
い
た
女
性
教
職
観
に
も
影
響
を
与

え
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
頃
に
は
、
福
音
派
た
る
以
上
、
社
会
的
関
心
を
熱
心
に
保
持
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
よ
う
な
イ
ー

ソ
ス
が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
内
に
大
き
く
な
り
、
ま
た
男
女
同
権
、
そ
し
て
女
性
教
職
を
認
め
る
動
き
は
キ
リ
ス
ト
教
と
異
な
る
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
根
ざ
し
た
自
由
主
義
神
学
に
よ
る
社
会
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
と
理
解
す
る
向
き
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(54)

。
二
十

世
紀
に
な
り
、
自
由
主
義
神
学
側
か
ら
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
興
隆
す
る
に
つ
れ
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
深
ま
っ
た
。

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
の
聖
書
解
釈
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
十
九
世
紀
福
音
派
の
も
の
と
若
干
異
な
る
。
前
述
の
通
り
、
十
九
世
紀

の
福
音
派
は
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
歴
史
観
に
支
え
ら
れ
た
聖
霊
の
時
代
に
お
け
る
新
し
き
照
明
を
も
と
に
、
字
義
的
な

解
釈
よ
り
も
聖
霊
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
今
日
的
意
義
の
追
求
の
方
に
よ
り
重
点
を
置
い
た
。
一
方
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
お
い
て

は
聖
書
の
第
一
義
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
時
代
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
警
戒
す
る
方
向
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ⅰ
コ
リ
ン
ト

一
四
・
三
四
〜
三
五
と
Ⅰ
テ
モ
テ
二
・
一
一
〜
一
二
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
は
こ
れ
ら
の
聖
句
を
字
義
的
に

そ
し
て
ど
の
時
代
、
ど
の
地
域
の
教
会
に
も
全
て
あ
て
は
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
解
釈
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
。
こ
れ
は
、
十
九
世

紀
の
福
音
派
が
こ
の
箇
所
を
特
定
の
時
代
の
特
定
の
教
会
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
解
釈
し
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ァ
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サ
ザ
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
も
し
も
当
該
教
会
が
よ
し
と
認
め
る
な
ら
ば
、
当
該
人
物
の
性
別
、
ま
た
教
育
の
程
度
に
よ
ら
ず

教
職
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
女
性
教
職
に
関
し
て
議
論
は
続
き
、
一
九
八
四
年
に
お
け
る
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
て
、「
按

手
に
よ
る
教
会
内
で
の
牧
会
と
指
導
的
役
割
以
外
の
全
て
の
教
会
生
活
と
働
き
の
面
で
の
女
性
の
働
き
を
推
奨
す
る
」
と
い
う
一
文
を
含

ん
だ
決
定
事
項
を
出
し
た
(49)

。
こ
れ
は
一
つ
の
例
で
あ
る
が
、
福
音
派
の
教
会
に
お
い
て
、
女
性
教
職
に
消
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
絶
対
数
に
お
い
て
も
女
性
教
職
者
数
の
頭
打
ち
、
あ
る
い
は
減
少
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
変
化
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
原
因
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
(50)

。
ま
ず
第
一
に
、
福
音
派
の
各
教
会
が
按
手
に

あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
学
歴
を
セ
ミ
ナ
リ
ー
レ
ベ
ル
（
大
学
院
レ
ベ
ル
）
に
上
げ
始
め
て
き
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
草

の
根
を
主
体
と
し
た
福
音
派
は
、
神
よ
り
の
召
し
と
聖
霊
の
満
た
し
、
さ
ら
に
あ
る
程
度
の
学
的
訓
練
が
あ
れ
ば
誰
で
も
牧
師
と
し
て
按

手
を
施
し
、
教
会
や
宣
教
地
へ
送
り
出
し
た
。
そ
の
後
福
音
派
に
中
流
階
層
が
増
え
る
に
つ
れ
、
牧
師
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
水
準

も
高
ま
り
、
セ
ミ
ナ
リ
ー
レ
ベ
ル
の
学
的
訓
練
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
ミ
ナ
リ
ー
の
体
制
、
ま
た
一
般

社
会
の
女
性
に
対
す
る
教
育
機
会
均
等
が
い
く
ら
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
女
性
が
大
学
卒
業
後
、
も
と
も
と
は
独
身
男
性
が

行
く
場
所
と
さ
れ
て
い
た
セ
ミ
ナ
リ
ー
に
進
み
修
士
号
を
取
得
す
る
に
あ
た
っ
て
の
経
済
的
、
ま
た
環
境
的
難
し
さ
は
依
然
と
し
て
残
っ

て
い
る
(51)
。

第
二
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、
女
性
が
何
ら
か
の
指
導
的
立
場
を
と
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
い
か
に
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
が
興
隆
し
て
い
て
も
、
女
性
に
よ
る
大
統
領
の
登
場
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
こ
れ
は
文
化
的
に
深
い
問
題
で
あ
ろ

う
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
や
救
世
軍
で
は
女
性
に
よ
る
指
導
者
も
珍
し
く
な
い
が
、
福
音
派
に
お
い
て
は
、
女
性
が
前
に

立
っ
て
男
性
ら
を
指
導
す
る
こ
と
を
憚
る
声
が
女
性
か
ら
さ
え
も
聞
こ
え
て
く
る
(52)

。
ま
た
、
か
つ
て
は
有
色
人
種
、
ま
た
女
性
の
立
場

改
善
に
邁
進
し
た
福
音
派
で
あ
っ
た
が
、
参
政
権
、
ま
た
教
育
と
雇
用
の
機
会
均
等
な
ど
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
成
果
が
認
め
ら
れ
始
め
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ま
と
め

十
九
世
紀
の
福
音
派
は
奴
隷
制
反
対
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
観
と
愛
に
よ

っ
て
働
く
信
仰
に
よ
り
社
会
改
革
を
率
先
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
姿
勢
を
男
女
の
機
会
均
等
の
問
題
に
も
あ
て
は
め
た
。

ま
た
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
す
る
聖
霊
論
的
教
職
観
を
も
と
に
本
人
へ
の
召
し
と
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的
聖
霊
経
験
を
教

職
の
資
質
と
す
る
考
え
は
、
女
性
教
職
を
送
り
出
す
神
学
的
土
台
と
な
り
、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
を
中
心
に
女
性
教
職
、
そ
し
て
女
性
監
督

さ
え
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
十
世
紀
に
入
り
、
女
性
教
職
を
認
め
始
め
る
福
音
派
の
教
会
が
増
え
続
け
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
メ
イ
ン
ラ
イ
ン
の
教
会
に
も
女
性

教
職
の
波
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
、
聖
霊
論
的
教
職
観
を
さ
ほ
ど
重
視
し
な
い
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
は
、
反
モ
ダ
ニ
ズ

ム
的
精
神
と
も
あ
い
ま
っ
て
女
性
教
職
に
対
し
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
り
、
福
音
派
の
女
性
教
職
に
対
す
る
見
解
は
多
様
化
し

て
い
る
。

福
音
派
に
お
け
る
女
性
教
職
の
歴
史
的
立
場
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
恐
ら
く
福
音
派
、
あ
る
い
は
福
音
主
義
の
定
義
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
福
音
派
を
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
神
学
と
定
義
す
る
な
ら
、
福
音
派
は
女
性
教
職
に
否
定
的
だ

と
言
え
よ
う
(56)

。
も
し
も
福
音
派
と
は
十
九
世
紀
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
に
始
ま
り
、
二
十
世
紀
以
降
は
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
ネ

オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
の
影
響
も
受
け
て
き
た
流
れ
の
教
会
と
す
る
な
ら
、
福
音
派
の
女
性
教
職
に
対
す
る
姿
勢
は
、
肯
定

的
・
否
定
的
の
両
方
が
混
じ
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
筆
者
は
、
米
国
福
音
派
は
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
と
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
や
ネ

オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
か
ら
影
響
を
う
け
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
聖
書
の
権
威
を
告
白
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
イ

シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
ズ
に
加
盟
す
る
米
国
福
音
派
の
教
会
の
七
〜
八
割
が
女
性
教
職
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
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ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
、
特
に
保
守
系
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
者
ら
は
、
使
徒
の
働
き
に
記
さ
れ
た
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的
聖
霊
経
験
が
教
職

と
な
る
に
あ
た
っ
て
の
最
重
要
な
基
準
だ
と
す
る
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
主
張
を
受
け
容
れ
な
か
っ
た
。
聖
書
と
い
う
文
字
の
重
み
を
重
視

す
る
神
学
傾
向
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的
聖
霊
経
験
に
よ
る
導
き
と
い
う
個
人
の
経
験
の
強
調
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
続
く
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
の
神
学
者
ら
も
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
傾

向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
根
ざ
し
た
聖
霊
論
的
教
職
論
に
よ
る
女
性
教
職
擁
護
論
を
受
け
容
れ
ら
れ

な
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
問
題
や
社
会
問
題
に
対
す
る
態
度
、
そ
し
て
教
職
観
を
支
え
る
神
学
的
方
向
性
が
異
な
る
以

上
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
と
そ
の
後
の
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
な
ど
の
女
性
教
職
観
が
十
九
世
紀
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ

ム
の
教
職
観
と
本
質
的
に
対
立
す
る
の
は
必
然
的
な
結
果
で
あ
ろ
う
。

二
十
世
紀
に
入
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
全
般
に
女
性
教
職
を
認
め
る
動
き
が
拡
が
る
中
、
福
音
派
は
女
性
教
職
に
関
す
る
姿
勢
に
幅
が
出

て
き
た
。
十
九
世
紀
に
お
い
て
福
音
派
は
キ
リ
ス
ト
論
的
平
等
観
と
聖
霊
論
的
教
職
者
観
か
ら
女
性
教
職
を
推
進
し
た
が
、
福
音
派
と
一

般
社
会
の
構
造
変
化
や
近
代
主
義
対
根
本
主
義
の
衝
突
の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
か
ら
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
女
性
教
職
に
消
極
的
な
面
も
現

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
女
性
教
職
に
肯
定
的
で
あ
り
続
け
る
教
会
、
肯
定
的
に
な
っ
た
教
会
、
逆
に
否
定
的
と
な

る
教
会
、
な
ど
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
(55)

。
結
果
と
し
て
今
日
、
米
国
福
音
派
に
て
女
性
教
職
に
関
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
無
い
と

い
う
事
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

50



(2)

福
音
主
義
と
い
う
言
葉
を
指
す
も
の
と
し
て
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
日
本
語
や
英
語
で
は
「
福
音
主

義
（Evangelicalism

）」
と
称
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
に
す
る
と
違
い
が
は
っ
き
り
す
る
。
第
一
の
流
れ
は
宗
教
改
革
正
統
派
を
指
す
も
の
で

evangelisch

、
第
二
は
ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
を
ル
ー
ツ
と
し
特
に
米
国
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
を
中
心
と
す
る
流
れ
でT

heologie
der

Erw
eckungsbew

egung

あ
る
い
はPietism

us

、
そ
し
て
第
三
は
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
の
流
れ
でEvangelikale

と
区
別
さ
れ
る
。

マ
ル
ス
デ
ン
と
デ
イ
ト
ン
の
論
争
は
、
ま
さ
に
こ
の
三
者
の
関
係
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
で
あ
る
。
デ
イ
ト
ン
の
立
場
を
包
括
的
に
示
す
も
の

と
し
て
、D

onald
D
ayton,TheologicalR

oots
of

Pentecostalism
(M

atuchen,N
J:Scarecrow

Press,1987);D
iscovering

A
n
Evangelical

H
eritage

(Peabody,M
A
:H

endrickson
Publishers,1976)

。
マ
ル
ス
デ
ン
の
立
場
と
し
てG

eorge
M
.M

arsden,Fundam
entalism

and
A
m
erican

C
ulture:The

Shaping
ofTw

entieth-century
Evangelicalism

1870-1925
(O

xford
U
niversity

Press,1980)

な
ど
が
あ
る
。

(3)

一
般
に
、
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
を
使
い
だ
し
た
の
は
、
フ
ラ
ー
神
学
校
と
ハ
ロ
ド
・
ジ
ョ
ン
・
オ
ッ
キ
ン
ガ
ら
と

さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
始
ま
っ
た
動
き
で
、
聖
書
の
権
威
を
主
張
す
る
と
い
う
点
で
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
継
承
し
て
い

る
が
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
排
他
的
と
も
と
れ
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
姿
勢
を
批
判
し
、
学
的
・
実
際
的
面
で
比
較
的
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
を

と
っ
た
。
現
在
は
ネ
オ
が
省
略
さ
れ
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
（
福
音
主
義
）
と
呼
称
さ
れ
る
。
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
エ
ヴ
ァ
ン

ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
が
混
同
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
時
折
見
受
け
ら
れ
る
が
、
神
学
面
と
実
際
面
に
お
い
て
両
者
は
か
な
り
の
違
い
を
見
せ
る
。
例
え

ば
福
音
主
義
の
定
義
に
関
し
て
、「
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
に
賛
同
す
る
者
た
ち
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
大
雑
把
に
見
え
る
定

義
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
生
粋
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
は
、
グ
ラ
ハ
ム
の
神
学
と
方
法
論
が
世
俗
化
し
て
い
る
と
批
判
し
、
グ
ラ
ハ
ム

も
極
端
な
排
他
主
義
を
敬
遠
す
る
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
福
音
主
義
の
違
い
を
示
す
も
の
と
し
て
的
を
射
て
い
る
定
義
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(4)

ジ
ェ
ー
ン
・
ダ
グ
ラ
ス
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
持
つ
女
性
に
つ
い
て
の
神
学
的
理
解
に
つ
い
て
手
頃
な
リ
サ
ー
チ
を
提
供
し
て
い
る
。Jane

D
em

psey
D
ouglas,W

om
en,Freedom

,and
C
alvin:The

1983
A
nnie

K
inkead

W
arfield

Lectures(Philadelphia:W
estm

insterPress,1985).

(5)

会
衆
派
は
、
そ
の
神
学
的
幅
の
広
さ
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
主
義
神
学
の
父
と
呼
ば
れ
るH

orace
B
ushnell

は
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米
国
福
音
派
は
女
性
教
職
に
つ
い
て
肯
定
と
否
定
の
両
方
の
意
見
が
複
雑
に
展
開
さ
れ
て
き
た
と
理
解
す
る
。

女
性
教
職
に
つ
い
て
こ
う
し
た
理
解
の
幅
と
複
雑
さ
を
米
国
福
音
派
は
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
米
国
福
音
派
の
福
音
派
た
る
結
果

で
あ
る
と
筆
者
は
理
解
す
る
。
福
音
派
は
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
社
会
的
弱
者
を
福
音
の
故
に
覚
え
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
二
十
世

紀
に
は
真
理
が
世
俗
化
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
て
い
く
危
険
に
対
し
て
や
は
り
福
音
の
故
に
熱
心
に
対
応
し
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
教
職
と

い
う
問
題
に
関
し
て
も
実
際
的
な
面
や
神
学
的
な
角
度
か
ら
積
極
的
に
論
じ
、
女
性
教
職
が
非
常
識
で
あ
っ
た
時
代
に
女
性
に
按
手
を
施

し
て
教
職
と
し
、
ま
た
女
性
に
按
手
す
る
事
が
時
代
の
流
れ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
始
め
た
頃
に
、
や
は
り
そ
の
「
常
識
」
に
対

し
て
熟
考
を
促
し
た
。
女
性
教
職
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
議
論
は
続
い
て
き
た
が
、
父
・
子
・
聖
霊
の
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
の

福
音
に
対
し
て
真
剣
で
あ
る
が
故
に
女
性
教
職
問
題
も
真
剣
に
扱
う
と
い
う
姿
勢
は
福
音
派
内
に
あ
っ
て
一
貫
し
て
き
た
。
今
後
も
、
福

音
に
対
し
て
熱
心
で
あ
る
が
故
に
、
福
音
を
宣
べ
伝
え
て
い
る
こ
の
世
に
あ
っ
て
真
摯
な
議
論
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
こ
の
女
性
教
職
問
題

に
関
し
て
も
適
切
な
答
え
を
求
め
て
い
く
福
音
派
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

注(1)

聖
職
者
に
関
す
る
用
語
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
牧
師
と
し
て
按
手
さ
れ
た
聖
職
者
、O

rdained
M
inister

を
便
宜
的
に
教
職
と
訳
す
。
同
様
に
、

Elder

は
長
老
、D

eacon

は
執
事
、Licensed

Preacher

は
伝
道
師
と
訳
し
て
い
る
。

52



(11)

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
結
婚
前
、"...w

om
an

hasa
fibre

m
ore

in
the

heartand
a
celllessin

the
brain."

と
キ
ャ
サ
リ
ン
宛
の
手
紙
に
書
い
た
。
キ
ャ
サ

リ
ン
は
、
教
育
の
機
会
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
問
題
で
あ
る
と
反
論
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
女
性
観
を
批
判
し
た
。

そ
の
後
キ
ャ
サ
リ
ン
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
彼
女
に
同
意
す
る
ま
で
彼
と
の
結
婚
を
拒
否
し
た
。

(12)

設
立
者
、
セ
ス
・
ク
ッ
ク
・
リ
ー
ス
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
ズ
の
発
足

に
あ
っ
て
功
績
の
あ
っ
た
ポ
ー
ル
・
リ
ー
ス
の
父
。
こ
の
教
会
は
後
に
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
と
合
併
し
現
行
の
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン

教
会
に
至
る
。

(13)

こ
の
教
団
は
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
牧
師
夫
人
、
ア
ル
マ
・
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
彼
女
は
そ
の
教
団
の
監
督
に
選
出
さ
れ
按
手
さ

れ
た
。
彼
女
は
「W

om
an's

C
hains

」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
版
し
、
教
会
と
一
般
社
会
に
お
け
る
女
性
の
権
利
の
拡
大
を
訴
え
た
。
な

お
、
こ
の
按
手
は
使
徒
継
承
性
が
明
確
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
ホ
ワ
イ
ト
を
監
督
と
し
て
認
め
な
い
と
こ
の
教
会
の
女
性
監
督
に
疑
問
を
呈

す
る
声
も
あ
る
。

(14)

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
バ
プ
テ
ス
ト
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
彼
の
セ
ミ
ナ
リ
ー
は
今
日
に
お
い
て
も
米
国
の
福
音
主
義
神
学

会
と
福
音
派
の
教
会
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
。
ゴ
ー
ド
ン
は
奴
隷
制
度
反
対
に
関
し
て
非
常
に
厳
し
い
立
場
を
と
り
、
ま
た
女
性
は
教
会
に

お
い
て
も
一
般
社
会
に
お
い
て
も
男
性
と
同
様
の
権
利
と
責
任
を
負
う
べ
き
と
公
言
し
て
い
た
。D

ayton,D
iscovering

A
n
Evangelical

H
eritage,93.

(15)

A
.J.G

ordon,"M
inistry

ofW
om

en,"M
issionary

R
eview

ofthe
W

orld
7
(D

ecem
ber,1894).

(16)

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
場
合
は
、
各
個
人
の
神
に
対
す
る
直
接
的
ま
た
主
体
的
信
仰
を
重
視
す
る
バ
プ
テ
ス
ト
的
信
仰
に
よ
り
、
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
に
お
い
て
監
督
制
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
各
個
教
会
を
統
制
す
る
組
織
は
存
在
し
な
い
し
、
各
個
教
会
に
拘
束
力
の
あ
る
見
解
を
ま
と
め
る
こ

と
も
な
い
。
そ
の
た
め
女
性
教
職
問
題
に
お
い
て
、
バ
プ
テ
ス
ト
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
肯
定
な
り
否
定
な
り
の
声
明
を
発
表
し
て
も
、
そ

れ
に
沿
う
か
ど
う
か
は
あ
く
ま
で
各
個
教
会
の
信
仰
的
自
由
に
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
女
性
教
職
に
関
し
て
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
と
し
て

の
見
解
と
実
施
に
関
し
て
は
か
な
り
の
幅
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
女
性
教
職
に
よ
る
説
教
に
喜
ん
で
耳
を
傾
け
る
教
会
も
あ
れ
ば
、
批
判
的
な
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会
衆
派
で
あ
る
一
方
、
最
初
の
女
性
教
職
で
あ
る
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
ま
た
フ
ィ
ニ
ー
や
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
、
ま
た
ホ
イ
ー
ト
ン
大

な
ど
は
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
系
の
会
衆
派
の
流
れ
に
属
す
る
。
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
を
提
唱
し
た
オ
ッ
キ
ン
ガ
も
（
元
々
は
ホ
ー

リ
ネ
ス
系
で
あ
る
が
）
会
衆
派
で
あ
る
。

(6)

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン(A

ntoinette
B
row

n

、
結
婚
後
の
苗
字
はB

lackw
ell)

に
関
し
て
、
以
下
の
文
献
が
手
頃
な
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。A

ntoinette
L.B

row
n,"Exegesisof1

C
orinthians,X

IV
,34,35;and

Tim
othy,II.,11,12,"O

berlin
Q
uarterly

R
eview

,July,1849;Lucille

SiderD
ayon

and
D
onald

W
.D

ayton,"Y
ourD

aughtersShallProphesy:Fem
inism

in
the

H
olinessM

ovem
ent"

M
ethodistH

istory
14

(1975):

67-92;ElinorR
ice

H
ays, Those

Extraordinary
B
lackw

ells
(N

ew
Y
ork:H

arcourt,B
race

and
W

orld,1967);Laura
K
err,Lady

in
the

Pulpit

(N
ew

Y
ork:W

om
an's

Press,1951);A
ileen

S.K
raditor, M

eansand
Endsin

A
m
erican

A
bolitionism

(N
ew

Y
ork:Pantheon

B
ooks,1969).

な

お
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
教
会
に
て
最
初
に
按
手
さ
れ
た
女
性
は
オ
リ
ン
ピ
ア
・
ブ
ラ
ウ
ン
で
、
同
姓
の
た
め
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
両

者
は
別
人
で
あ
る
。

(7)

リ
ー
に
関
し
て
は
、
彼
自
身
の
手
に
よ
る
自
伝
の
ほ
か
、
ド
ナ
ル
ド
・
デ
イ
ト
ン
の
編
集
に
よ
る
彼
の
説
教
選
集
の
序
文
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

LutherLee,A
utobiography

ofthe
R
ev.LutherLee

(N
ew

Y
ork:Phillips

and
H
unt,1882);D

onald
D
ayton,ed.,Five

Serm
onsand

a
Tractby

LutherLee
(C

hicago:H
olrad

H
ouse,1975).

(8)

奴
隷
制
問
題
を
巡
っ
て
メ
ソ
ジ
ス
ト
が
分
裂
し
て
い
っ
た
経
緯
、
ま
た
当
時
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
展
開
し
た
奴
隷
制
問
題
反
対
に
関
し
て
デ

イ
ト
ン
が
ま
と
め
て
い
る
。D

ayton,EvangelicalH
eritage,35-84.

(9)

Seneca
FallsW

om
en'sR

ightsC
onvention

は
超
教
派
的
な
大
会
で
婦
人
参
政
権
を
主
に
提
唱
し
た
が
、
他
に
女
性
教
職
登
用
も
主
張
し
た
。

(10)

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
勃
興
以
来
の
改
革
派
系
の
い
く
つ
か
の
教
会
は
、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
、
ま
た
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
系
や
ホ
ー
リ
ネ
ス
系

に
批
判
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
十
九
世
紀
の
頃
、
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
系
と
改
革
派
系
は
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
を
軸
に
、
神
学
的
ま
た
実
際
的
に

互
い
に
影
響
を
与
え
あ
い
、
協
同
す
る
面
が
多
く
見
ら
れ
た
。
参
照
、N

athan
H
atch,"The

Puzzle
ofA

m
erican

M
ethodism

"
C
hurch

H
istory

63
(1994):175-89;D

onald
D
ayton,TheologicalR

ootsofPentecostalism
,63-113.
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え
て
グ
ラ
ハ
ム
は
「C

hristianity
Today

」
誌
に
寄
稿
し
、「
あ
る
人
た
ち
は
、
伝
道
者
と
は
社
会
問
題
や
政
治
問
題
に
深
く
関
わ
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
私
は
そ
う
理
解
し
な
い
。
伝
道
者
と
は
神
の
愛
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
、
そ
し
て
悔
い
改
め
と
信
仰
の
必
要
性
を
伝
え
る

者
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。B

illy
G
raham

,"A
C
larification,"

C
hristianity

Today,19
January

1973,p.36.

ド
ワ
イ
ト
・
ム
ー
デ
ィ
も
そ

の
晩
年
に
な
っ
て
、
か
つ
て
は
社
会
的
関
心
に
重
き
を
お
き
す
ぎ
た
こ
と
を
悔
い
る
手
記
を
残
し
て
い
る
。W

.H
.D

aniels,ed.,M
oody:H

is

W
ords,W

ork,and
W

orkers (N
ew

Y
ork,1877),431-432.

(22)

ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
の
反
奴
隷
制
の
立
場
は
当
時
の
一
般
社
会
に
お
い
て
は
過
激
で
反
社
会
的
と
み
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学

校
で
学
ん
で
い
た
が
、
そ
の
奴
隷
制
度
反
対
の
姿
勢
か
ら
退
学
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
彼
は
米
国
反
奴
隷
制
会
に
お
い
て
指
導
的
な
立
場
で
活
躍

し
つ
つ
、
反
奴
隷
制
で
有
名
で
あ
っ
た
オ
ハ
イ
オ
州
の
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
市
に
あ
っ
た
第
六
長
老
教
会
の
牧
師
を
も
務
め
、
福
音
的
信
仰
の
伝
播

と
社
会
悪
と
の
戦
い
に
お
い
て
著
名
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
奴
隷
制
反
対
の
立
場
を
と
り
つ
つ
も
、
段
階
的
な
廃
止
を
目
指
し
て
い

た
Ｎ
・
Ｌ
・
ラ
イ
ス
に
対
し
、
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
は
論
争
を
繰
り
広
げ
、
奴
隷
制
の
即
時
撤
廃
を
目
指
し
妥
協
を
許
さ
な
い
態
度
を
と
っ
た
。

(23)

D
ayton,D

iscovering
EvangelicalH

eritage,12.

(24)

残
念
な
こ
と
に
、
二
十
世
紀
以
降
に
再
版
さ
れ
た
フ
ィ
ニ
ー
の
著
作
は
、
こ
う
し
た
初
期
の
社
会
問
題
へ
の
関
心
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
Ｖ
・
レ
イ
モ
ン
ド
・
エ
ド
マ
ン
の
手
に
よ
るFinney

Lives
O
n

に
て
、
フ
ィ
ニ
ー
のLectures

on
R
evivals

of
R
eligion

の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
バ
イ
バ
ル
を
押
し
と
ど
め
る
も
の
に
つ
い
て
フ
ィ
ニ
ー
の
書
い
た
二
四
項
目
の
う
ち
、
社
会
改
革
に
つ
い
て

触
れ
た
二
項
目
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、R

evival
Fire

on

に
お
い
て
は
、「O

berlin
E
vangelist

」
に
お
い
て
フ
ィ
ニ
ー
が
執
筆
し
た

Letters
on

R
evivals

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ニ
ー
の
生
涯
後
期
の
思
想
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、"The

Pernicious
A
ttitude

ofthe
C
hurch

on

the
R
eform

softhe
A
ge"

の
内
容
が
別
の
も
の
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

(25)

他
に
興
味
深
い
こ
と
と
し
て
、
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
は
、
逃
亡
奴
隷
を
か
く
ま
い
カ
ナ
ダ
に
亡
命
さ
せ
る
非
合
法
組
織
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
逃
亡

奴
隷
に
対
し
て
州
や
連
邦
政
府
が
厳
し
い
法
律
を
制
定
し
て
い
く
な
か
で
、
フ
ィ
ニ
ー
は
こ
う
し
た
悪
法
に
従
う
べ
き
義
務
を
神
の
民
は
持
っ

て
い
な
い
と
宣
言
し
た
。
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
の
教
授
と
学
生
ら
は
、
人
に
従
う
よ
り
も
神
に
従
う
と
ば
か
り
に
公
権
力
に
公
然
と
反
抗
し
、
逃
亡
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態
度
を
と
る
教
会
も
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
バ
プ
テ
ス
ト
的
教
会
論
と
女
性
教
職
に
関
し
て
、
ブ
レ
ヴ
ィ
ン
ス
が
手
頃
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

を
提
供
し
て
い
る
。C

arolyn
D
eA

rm
ond

B
levins,"W

om
en

and
the

B
aptistExperience,"

in
R
eligious

Institutions
and

W
om

en's
Leadership:

N
ew

R
olesInside

the
M
ainstream

(C
olum

bia,SC
:U

niversity
ofSouth

C
arolina

Press,1996),158-179.

(17)

エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
フ
リ
ー
教
会
の
設
立
時
の
条
例
に
お
い
て
、
女
性
教
職
の
存
在
は
明
ら
か
に
前
提
さ
れ
て
お
り
、
一
九
二
五
年
に
お

い
て
こ
の
点
は
再
確
認
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
一
文
が
明
記
さ
れ
た
。"a

candidate
forordination

shallrequesta
reference

from
the

church
of

w
hich

he
orshe

isa
m
em

berrelative
to

the
candidate'scharacter,abilities,training

and
anything

thatpertainsto
hisorhercall."

(18)

フ
ラ
ン
ソ
ン
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（TEA

M

）
の
設
立
者
と
し
て
も
有
名
。

(19)

ム
ー
デ
ィ
聖
書
学
校
設
立
の
背
後
に
は
エ
ン
マ
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。
彼
女
は
元
々
は
イ
リ
ノ
イ
州
ノ
ー
マ
ル
大
学
の
教

師
で
あ
っ
た
が
、
シ
カ
ゴ
の
大
火
後
、
同
市
で
都
市
伝
道
と
救
済
活
動
に
勤
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
並
行
し
て
聖
書
学
校
を
開
き
訪
問
伝
道
な

ど
の
訓
練
も
行
っ
て
い
た
彼
女
は
、
ム
ー
デ
ィ
に
聖
書
学
校
を
開
く
よ
う
働
き
か
け
、
一
八
八
七
年
に
ム
ー
デ
ィ
自
身
も
聖
書
教
育
と
伝
道
者

の
訓
練
機
関
を
始
め
た
。
ム
ー
デ
ィ
自
身
は
ク
ル
セ
ー
ド
の
た
め
欧
米
を
旅
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ム
ー
デ
ィ
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー

に
彼
の
シ
カ
ゴ
で
の
働
き
を
監
督
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
と
ム
ー
デ
ィ
ら
は
神
癒
の
扱
い
を
巡
っ
て
対
立
し
、
両
者
は
そ

れ
ぞ
れ
別
個
の
働
き
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
影
響
無
し
に
ム
ー
デ
ィ
聖
書
学
校
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

Jannette
H
assey,N

o
Tim

e
forSilence

(M
inneapolis,M

N
:C

hristiansForB
iblicalEquality,1986),34-38.

(20)

一
九
二
六
年
に
は
、
ム
ー
デ
ィ
聖
書
学
校
と
関
連
の
深
い
レ
ヴ
ェ
ル
社
か
ら
、
聖
書
解
釈
の
角
度
か
ら
女
性
教
職
の
妥
当
性
を
論
じ
るThe

B
ible

StatusofW
om

an

が
リ
ー
・
ア
ン
ナ
・
ス
タ
ー(

メ
ソ
ジ
ス
ト
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
牧
師)

に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

(21)

教
会
の
主
要
な
目
的
と
は
キ
リ
ス
ト
の
贖
い
の
福
音
を
宣
べ
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
実
社
会
に
お
け
る
問
題
に
関
わ
る
こ
と
は
個
人
の
救
い
と

同
列
に
並
べ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
、
あ
る
い
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
に
対
す
る
批
判
は
二
十
世
紀
の
福
音
派
の
中
に
お
い
て

よ
く
聞
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
七
三
年
、
パ
リ
に
お
け
る
会
議
が
決
裂
し
米
国
が
北
ベ
ト
ナ
ム
の
爆
撃
を
再
開
し
始
め
た
と
き
、

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
っ
た
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
に
空
爆
中
止
を
働
き
か
け
る
よ
う
に
と
の
声
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
に
応
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に
応
じ
た
。
こ
れ
は
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で

あ
っ
た
。
ま
た
当
時
、
奴
隷
制
反
対
論
を
か
ざ
す
学
生
ら
は
多
く
の
場
合
学
校
の
理
事
な
ど
と
い
っ
た
保
守
的
勢
力
か
ら
退
学
な
ど
の
圧
力
を

受
け
る
こ
と
が
多
く
、
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
学
は
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
奴
隷
制
反
対
を
主
張
す
る
学
生
た
ち
最
後
の
砦
的
な
様
相
も
呈
し
て
い
た
。

(31)

D
ayton,D

iscovering
A
n
EvangelicalH

eritage,40-43.

(32)

Ａ
・
Ｂ
・
シ
ン
プ
ソ
ン
は"[C

hrist's]hum
anity

w
as

unique
and

differentfrom
allotherhum

anity.
H
e
is
nota

m
an,butH

e
is
the

M
an.

H
e
is

nota
m
ale.H

e
isjustasm

uch
a
w
om

an
asH

e
isa

m
an.

と
述
べ
た
。
こ
う
し
た
十
九
世
紀
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
デ
イ

ト
ン
ら
が
手
頃
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。N
ancy

H
ardesty,Lucille

Sider
D
ayton,and

D
onald

W
.D

ayton,"W
om

en
in

the

H
oliness

M
ovem

ent:
Fem

inism
in

the
Evangelical

Tradition,"
in

W
om

en
of

Spirit:Fem
ale

Leadership
in

the
Jew

ish
and

C
hristian

Traditions,ed.R
osem

ary
R
uether

and
Elenor

M
cLaughlin

(N
ew

Y
ork:Sim

on
and

Schuster,1979);N
ancy

H
ardesty,W

om
en

C
alled

to

W
itness:EvangelicalFem

inism
in

the
N
ineteenth

C
entury

(K
noxville,TN

:U
niversity

ofTennessee
Press,1999).

(33)

南
北
戦
争
を
前
後
し
て
、
米
国
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
は
千
年
期
後
再
臨
説
か
ら
千
年
期
前
再
臨
説
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
千
年
期
前
再

臨
説
は
、
現
世
に
対
す
る
悲
観
的
な
視
点
に
よ
り
社
会
的
関
心
の
低
さ
の
土
台
と
な
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
当
時
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
は
、

伝
道
と
社
会
活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
が
す
ぐ
に
で
も
起
き
る
と
い
う
千
年
期
観
を
持
っ
て
い
た
。D

ayton,

TheologicalR
ootsofPentecostalism

,143-171.

(34)

デ
イ
ト
ン
は
、
俳
優
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
の
持
っ
て
い
た
反
骨
精
神
が
、
当
時
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
革
新
性
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
た

と
す
る
興
味
深
い
論
文
を
発
表
し
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。
デ
ィ
ー
ン
と
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
ら
と
の
接
点
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
デ

ィ
ー
ン
の
育
っ
た
環
境
に
あ
っ
た
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
持
っ
て
い
た
反
社
会
的
と
も
と
れ
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
革
新
性
と
デ
ィ
ー
ン
の
反
骨
精
神

と
は
確
か
に
通
じ
合
う
も
の
が
あ
る
。D

onald
W

.D
ayton,"Jam

es
D
ean,Popular

C
ulture

and
Popular

R
eligion:W

ith
Im

plications
for

the

Study
ofA

m
erican

Evangelicalism
"(paperpresented

atthe
annualm

eeting
ofthe

A
m
erican

A
cadem

y
ofR

eligion,O
rlando,FL.,N

ovem
ber,

1998).
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奴
隷
を
自
宅
に
匿
う
な
ど
し
た
結
果
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
奴
隷
制
度
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
た
。D

ayton,D
iscovering

A
n

EvangelicalH
eritage ,45-62.

(26)

奴
隷
制
と
人
種
差
別
問
題
、
ま
た
女
性
問
題
な
ど
の
他
に
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
た
ち
や
孤
児
ら
へ
の
伝
道
も
当
時
の
福
音
派
は
積
極

的
に
行
な
っ
た
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
自
由
主
義
系
の
社
会
派
と
呼
ば
れ
る
流
れ
の
源
流
を
辿
っ
て
い
く
と
、

十
九
世
紀
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
の
神
学
者
、
活
動
家
ら
の
名
前
が
挙
が
っ
て
く
る
。
例
え
ば
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
初
期
の
頃
リ
バ
イ
バ
リ

ズ
ム
系
の
教
会
と
近
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
系
の
書
物
を
愛
読
し
、
当
時
ス
ラ
ム
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
イ
ム

ズ
・
ス
ク
ェ
ア
に
て
都
市
伝
道
を
行
っ
て
い
た
Ａ
・
Ｂ
・
シ
ン
プ
ソ
ン
の
教
会
に
出
入
り
し
、
娘
を
オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
に
送
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

後
期
の
彼
の
神
学
は
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
と
異
な
る
面
が
多
い
が
、
初
期
の
彼
の
神
学
と
十
九
世
紀
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
と
の
間
に
は
非
常
に
興
味

深
い
関
係
が
あ
る
。

(27)

こ
の
姉
妹
は
一
般
に
ク
ェ
ー
カ
ー
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
、
実
際
は
少
々
複
雑
で
あ
る
。
南
部
の
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
教
会
か
ら
長
老
派
系
の
リ
バ

イ
バ
ル
運
動
に
加
わ
り
、
そ
の
後
ク
ェ
ー
カ
ー
と
な
る
も
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
は
長
老
派
系
の
福
音
派
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
奴
隷
制
度
反
対
運

動
を
展
開
し
た
セ
オ
ド
ア
・
ウ
ェ
ル
ド
と
結
婚
し
た
。
属
す
る
教
派
の
レ
ッ
テ
ル
に
よ
っ
て
そ
の
個
人
の
持
つ
神
学
的
特
徴
を
簡
単
に
断
じ
る

こ
と
の
で
き
な
い
十
九
世
紀
米
国
の
複
雑
な
キ
リ
ス
ト
教
会
事
情
を
示
す
一
つ
の
例
で
あ
ろ
う
。

(28)

D
ayton,D

iscovering
an

EvangelicalH
eritage,89-91.

(29)

学
生
た
ち
は
有
色
人
種
に
対
す
る
学
校
を
開
き
、
日
曜
学
校
に
招
き
入
れ
、
経
済
的
な
援
助
も
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
白
人
の
学

生
た
ち
は
有
色
人
種
ら
と
寝
食
を
と
も
に
し
、
ま
た
白
人
男
性
の
学
生
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
黒
人
の
女
性
ら
と
一
緒
に
い
る
こ
と
さ
え
も
行
な

っ
た
。
現
在
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
そ
う
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
当
時
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
と
く
に
民
族
の
純
血
に
こ
だ
わ
る
人
種
差

別
主
義
者
に
す
れ
ば
、
レ
イ
ン
神
学
校
の
学
生
ら
の
行
動
は
常
軌
を
逸
脱
し
た
許
さ
れ
ざ
る
行
動
で
あ
っ
た
。

(30)

オ
ゥ
ベ
リ
ン
大
の
初
代
学
長
は
、
レ
イ
ン
神
学
校
の
理
事
会
の
中
で
唯
一
学
生
ら
の
奴
隷
正
反
対
運
動
を
支
持
し
て
い
た
ア
サ
・
マ
ハ
ー
ン
。

フ
ィ
ニ
ー
は
、
黒
人
学
生
の
入
学
の
是
非
を
教
授
側
に
任
せ
、
理
事
会
が
黒
人
学
生
受
け
容
れ
に
反
対
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
教
授
へ
の
招
き
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(41)

こ
こ
で
い
う
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的
聖
職
者
観
と
は
、
神
か
ら
の
召
し
に
加
え
て
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
に
て
の
聖
霊
の
満
た
し
と
同
様
の
経
験
を
持
つ

こ
と
を
基
準
と
す
る
聖
職
者
観
を
指
す
。
丁
度
ル
タ
ー
の
神
学
が
十
字
架
の
神
学
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
リ
バ
イ
バ

リ
ズ
ム
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
神
学
が
そ
の
中
心
に
あ
り
、
聖
職
者
観
に
お
い
て
も
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
的
経
験
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
こ
の
ペ

ン
テ
コ
ス
テ
的
経
験
の
強
調
が
現
在
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
勃
興
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
う
し
た
十
九
世
紀
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
と
二
十
世

紀
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
神
学
的
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
デ
イ
ト
ン
のTheologicalR

oots
ofPentecostalism

が
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い

る
。

(42)

ゴ
ー
ド
ン
は"in

every
greatspiritualaw

akening
in

the
history

of
Protestantism

the
im

pulse
for

C
hristian

w
om

en
to

pray
and

w
itness

for

C
hristin

the
public

assem
bly

hasbeen
found

irrepressible."

と
述
べ
た
。

(43)

ベ
ン
ド
ロ
ー
ス
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
米
国
福
音
派
に
顕
著
に
見
ら
れ
た
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
根
本
的
に

矛
盾
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
聖
霊
に
よ
る
救
拯
史
の
新
し
い
段
階
を
強
調
す
る
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
こ
そ
が
、
女
性
教

職
論
の
神
学
的
土
台
と
な
っ
た
。
二
十
世
紀
初
頭
の
福
音
派
は
、
千
年
期
前
再
臨
説
を
基
と
し
た
歴
史
観
を
持
っ
て
い
た
結
果
、
こ
の
世
界
が

良
い
方
向
へ
と
進
歩
（
進
化
）
し
て
い
く
と
い
っ
た
見
方
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
確
か
に
プ
ロ
セ
ス
神
学
な
ど
の
方
向
性
と
衝
突
す
る

こ
と
か
ら
、
プ
ロ
セ
ス
神
学
に
結
び
つ
い
た
タ
イ
プ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
神
学
と
千
年
期
前
再
臨
説
を
強
調
す
る
流
れ
は
互
い
に
相
容
れ
な
い
。

し
か
し
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
故
に
千
年
期
前
再
臨
説
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
神
学
的
必
然
性
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
千
年
期
前

再
臨
説
を
強
調
す
る
流
れ
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の
流
れ
独
自
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
強
調
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ン
ド
ロ
ー
ス
の
指

摘
は
プ
ロ
セ
ス
神
学
系
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
千
年
期
前
再
臨
説
派
と
の
関
係
に
限
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
参
照M

argaret

Lam
bertsB

endroth, Fundam
entalism

and
G
ender:1875

to
the

Present(N
ew

H
aven:Y

ale
U
niversity

Press,1993).

(44)

当
時
の
女
性
教
職
を
推
す
神
学
的
根
拠
に
も
う
一
つ
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
天
地
創
造
時
に
お
け
る
愛
の
平
等
性
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
特
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
系
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
系
も
若
干
触
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
系
の

教
会
は
そ
の
デ
ィ
ス
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
歴
史
観
か
ら
創
造
時
よ
り
も
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
以
降
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
神
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(35)
D
ayton,D

iscovering
EvangelicalH

eritage,17-18.
(36)

先
に
挙
げ
た
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
や
ム
ー
デ
ィ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
の
福
音
派
に
お
い
て
社
会
的
活
動
を
個
人
の
救
い
と
同
レ
ベ
ル
で
強
調

す
る
こ
と
に
反
対
す
る
声
は
多
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
社
会
全
般
の
抱
え
る
数
々
の
問
題
（
刑
務
所
伝
道
、
都
市
伝
道
、
家
庭
内
暴
力
か
ら

酒
類
や
薬
物
類
、
ま
た
賭
博
な
ど
の
中
毒
問
題
な
ど
）
に
現
在
も
積
極
的
に
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
を
展
開
し
て
い
る
の
も
福
音
派
で
あ
る
。
そ
う
し

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
福
音
派
＝
社
会
問
題
に
関
心
が
薄
い
と
い
う
図
式
は
今
も
昔
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
解
る
。

(37)

Lee,"W
om

en'sR
ightto

Preach
the

G
ospel,"in

Five
Serm

onsand
a
Tractby

LutherLee,77-100.

(38)

こ
の
十
九
世
紀
に
女
性
教
職
を
踏
み
切
っ
た
教
会
と
し
て
、
福
音
派
の
他
に
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ズ
ム
系
の
教
会
が
あ
る
が
、
こ
の
流
れ
は
ペ
ン

テ
コ
ス
テ
的
女
性
教
職
論
と
は
異
な
る
、
愛
の
神
に
よ
る
平
等
性
を
論
拠
と
し
た
。
ル
ー
サ
ー
・
リ
ー
は
女
性
教
職
の
推
進
者
で
あ
っ
た
が
、

ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ズ
ム
を
そ
の
救
拯
論
の
故
に
批
判
し
つ
つ
、
聖
霊
の
満
た
し
と
の
観
点
か
ら
女
性
教
職
の
妥
当
性
を
論
じ
た
。
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー

サ
リ
ズ
ム
と
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
は
十
九
世
紀
米
国
に
お
い
て
女
性
教
職
を
す
す
め
た
二
つ
の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
神
学
的
根
拠
は
異

な
る
。

(39)

フ
ィ
ー
ビ
ー
・
パ
ー
マ
ー
の
生
涯
と
神
学
に
関
し
て
、C

harles
Edw

ard
W

hite,The
B
eauty

of
H
oliness:Phoebe

Palm
er

as
Theologian,

R
evivalist,Fem

inist,and
H
um

anitarian
(G

rand
R
apids:

Zondervan,1986);
H
arold

E.R
aser,Phoebe

Palm
er:H

er
Life

and
Thought

(Lew
iston,N

Y
:Edw

in
M
ellen

Press,1987);Thom
asC

.O
den,Phoebe

Palm
er:Selected

W
ritings(N

ew
Y
ork:PaulistPress,1988)

な
ど
が
あ

る
。

(40)

フ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
創
設
者
Ｂ
・
Ｔ
・
ロ
バ
ー
ツ
は
、
一
八
九
一
年
にO

rdaining
W

om
en

を
著
し
女
性
教
職
を
認
め
る
態
度
を
と
っ

た
。
こ
の
時
期
に
於
け
る
女
性
教
職
擁
護
の
立
場
か
ら
の
聖
書
解
釈
と
し
て
、
こ
の
著
作
は
比
較
的
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

現
在
こ
れ
は
北
米
フ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(w

w
w
.freem

ethodistchurch.org)

に
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

http://w
w
w
.freem

ethodistchurch.org/PD
F%

20Files/R
esources/O

rdaining%
20W

om
en.PD

F
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(50)

D
onald

W
.D

ayton
and

Lucille
Sider

D
ayton,"W

om
en

as
Preachers:EvangelicalPrecedents"

C
hristianity

Today
19

(23
M
ay

1975):7;

H
assey, N

o
Tim

e
ForSilence,137-143;Stanley,"The

Prom
ise

Fulfilled,"148-150.

(51)

レ
ベ
ッ
カ
・
レ
ア
ー
ド
は
ナ
ザ
レ
ン
教
会
の
女
性
教
職
の
実
状
に
関
し
、
セ
ミ
ナ
リ
ー
教
育
の
要
求
が
女
性
教
職
数
を
増
や
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
リ
サ
ー
チ
し
、
修
士
論
文
と
し
て
一
九
九
〇
年
に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
レ
リ
ジ
ョ
ン
に

提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
出
版
さ
れ
た
。R

ebecca
Laird,O

rdained
W

om
en

in
the

C
hurch

of
the

N
azarene:The

FirstG
eneration

(K
ansasC

ity:N
azarene

Publishing
H
ouse,1993).

(52)

例
え
ば
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
の
妻
で
あ
る
ル
ー
ス
・
グ
ラ
ハ
ム
は
「C

hristianity
Today

」
誌
に
寄
稿
し
、「
私
は
個
人
的
に
女
性
教
職
に
反
対

で
す
。
確
か
に
私
た
ち
女
性
が
男
性
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
女
性
教
職
は
聖
書
の
原
則
に
背
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
く
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
解
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
世
界
で
最
も
優
れ
た
料
理
人
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
は
大
体
男
性
で
す
。
偉

大
な
政
治
家
は
男
性
で
す
し
、
立
派
な
作
家
や
運
動
選
手
ら
も
男
性
で
す
。
け
れ
ど
も
、
男
性
に
は
ど
う
し
て
も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
女
性
こ
そ
が
立
派
な
妻
と
な
り
、
ま
た
母
と
な
る
こ
と
で
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。R

uth
G
raham

,"O
thers

Say
..."

C
hristianity

Today
6
(June

1975):32.

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
保
守
的
な
教
会
に
こ
う
し
た
論
調
が
よ
く
み
ら
れ
る
。

(53)

M
arsden,Fundam

entalism
and

A
m
erican

C
ulture,4,146.

(54)

M
arsden,Fundam

entalism
and

A
m
erican

C
ulture,91-92.

(55)

例
え
ば
女
性
教
職
を
押
し
進
め
る
大
会
が
ホ
ー
リ
ネ
ス
系
の
教
団
に
よ
っ
て
定
期
的
に
共
催
さ
れ
て
い
る
。
主
催
教
団
は
、
チ
ャ
ー
チ
・
オ

ブ
・
ゴ
ッ
ド
（
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
）、
ナ
ザ
レ
ン
教
会
、
北
米
フ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
、
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
教
会
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
フ

レ
ン
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
そ
し
て
救
世
軍
（
米
国
西
部
）
な
ど
で
あ
り
、
ブ
レ
ズ
レ
ン
・
イ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
ト
も
協
賛
し
て
い
る
。

改
革
派
系
で
も
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
・
カ
ヴ
ナ
ン
ト
教
会
や
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
・
チ
ャ
ー
チ
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
も
女
性
教
職
を
認
め
て

き
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
先
に
挙
げ
た
サ
ザ
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
の
他
、
改
革
派
系
で
は
い
ち
早
く
女
性
教
職
を
認
め
て
い
た
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ

カ
ル
・
フ
リ
ー
教
会
も
女
性
教
職
を
認
め
な
く
な
っ
た
。
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学
的
主
張
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

(45)

い
く
つ
か
の
リ
サ
ー
チ
は
福
音
派
の
持
つ
こ
の
複
雑
さ
を
見
落
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
ベ
ン
ド
ロ
ー
ス
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
の
教

会
は
二
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
性
教
職
し
か
許
し
て
い
な
い
ほ
ど
女
性
差
別
が
根
強
い
と
理
解
す
る
。
し
か
し
当
時
の

一
般
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
、
そ
し
て
メ
イ
ン
ラ
イ
ン
の
教
会
に
お
い
て
女
性
教
職
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
逆
に
こ
の

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
系
の
教
会
が
い
か
に
女
性
教
職
に
対
し
肯
定
的
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
参
照B

endroth,Fundam
entalism

and

G
ender:1875

to
the

Present .

(46)

こ
う
し
た
十
九
世
紀
の
米
国
福
音
派
の
グ
ラ
ス
・
ル
ー
ツ
的
体
質
に
つ
い
て
ネ
イ
サ
ン
・
ハ
ッ
チ
が
綿
密
な
リ
サ
ー
チ
を
提
供
し
て
い
る
。
ハ

ッ
チ
は
そ
の
結
論
部
に
て
、"For

tw
o
centuries

A
m
ericans

have
refused

to
defer

sensitive
m
atters

of
conscience

to
the

staid
raduates

of

H
arvard,Y

ale,and
Princeton.

They
have

taken
faith

into
their

ow
n
hands

and
m
olded

itaccording
to

the
aspirations

of
everyday

life.

A
m
eriacn

C
hristianity

continues
to

be
pow

ered
by

ordinary
people

and
by

the
contagious

spiritoftheirefforts
to

storm
heaven

by
the

back

door."

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
少
々
極
端
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
学
者
や
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
位
置
す
る
エ
リ
ー
テ
ィ
ズ

ム
主
導
の
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
く
普
通
の
人
々
の
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
発
展
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
福
音
派
の
体
質
を
指
摘
す
る
興
味
深
い
リ

サ
ー
チ
の
一
つ
で
あ
る
。N

athan
H
atch,The

D
em

ocratization
ofA

m
eriacn

C
hristianity

(N
ew

H
aven:Y

ale
U
niversity

Press,1989),219.

(47)

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
女
性
た
ち
が
正
規
の
長
老
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

Elisabeth
Lunz,"Introduction"

in
V
oices

ofExperience:Lifestories
ofC

lergyw
om

en
in

the
Presbyterian

C
hurch

(U
.S.A

.),edited
by

A
lice

B
rasfield

and
Elisabeth

Lunz
(Louisville:W

om
en'sM

inistry
U
nit,1991),1.

(48)

M
inutesofthe

G
eneralA

ssem
bly,1953,24.

(49)

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
が
、
こ
れ
は
監
督
制
な
ど
と
は
全
く
異
な
る
政
治
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
た
バ
プ
テ
ス
ト
ら
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
で

の
声
明
で
あ
り
、
全
て
の
サ
ザ
ン
・
バ
プ
テ
ス
ト
ら
が
そ
う
確
信
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
た
だ
、
福
音
派
に
お
け
る
一
つ
の

声
と
し
て
引
用
し
た
い
。
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C
haves,M
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O
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om
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C
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bridge,M
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arvard
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niversity
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D
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M
atuchen,N

J:Scarecrow
Press,1987.

,ed.
Five

Serm
onsand

a
Tractby

LutherLee.
C
hicago:H

olrad
H
ouse,1975.

,ed.
H
olinessTractsD

efending
the

M
inistry

ofW
om

en.
N
ew

Y
ork:G
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K
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niversity
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ayton,D

onald
W

.and
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en
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C
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(23
M
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,"Y
ourD

aughtersShallProphesy:Fem
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H
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ent"

M
ethodistH

istory
14

(1975):67-92.

D
eB
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etty

A
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U
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W
om

en:G
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the
FirstW

ave
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m
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D
ouglas,Jane

D
em

psey.
W

om
en,Freedom

,and
C
alvin:The
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A
nnie

K
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W
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Philadelphia:W

estm
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Frederick
W

.Schm
idt,Jr. A

StillSm
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en,O
rdination,and
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C
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Edited
by

A
m
anda

Porterfield
and

M
ary
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B
ednarow

ski,
W

om
en

and
G
enderin

N
orth

A
m
erican

R
eligions.

Syracuse,N
Y
:Syracuse

U
niversity

Press,1996.

H
ardesty,N

ancy
A
. W

om
en

C
alled

to
W

itness:EvangelicalFem
inism

in
the

N
ineteenth

C
entury.

2nd
ed.K

noxville,TN
:U

niversity
of

Tennessee
Press,1999.

H
assey,Janette.

N
o
Tim

e
ForSilence:EvangelicalW

om
en

in
Public

M
inistry

A
round

the
Turn

ofthe
C
entury.

M
inneapolis,M

N
:C

hristians

ForB
iblicalEquality,1986.

H
atch,N

athan.
The

D
em

ocratization
ofA

m
erican

C
hristianity.N

ew
H
aven:

Y
ale

U
niversity
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こ
う
し
た
理
解
は
、
特
に
福
音
派
以
外
の
手
に
よ
る
リ
サ
ー
チ
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
シ
ャ
ヴ
ス
は
、
サ
ザ
ン
・
バ
プ
テ
ス

ト
を
例
に
と
り
聖
書
の
権
威
を
主
張
す
る
教
会
は
反
女
性
教
職
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
十
九
世
紀
の
リ
バ
イ
バ
リ
ズ
ム
が
女
性
教
職
に
積
極

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
流
れ
が
聖
書
信
仰
の
流
れ
の
主
流
派
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
論
拠
で
あ
る
。
確
か
に
リ
バ
イ
バ

リ
ズ
ム
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
リ
ズ
ム
の
神
学
者
ら
の
批
判
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
二
十
世
紀
初
頭
の
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
教
会
は
女
性
教
職
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
最
近
の
ネ
オ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ

カ
リ
ズ
ム
正
統
派
的
教
会
、
ま
た
聖
書
信
仰
の
代
表
的
団
体
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
ズ
の
加

盟
教
会
の
多
く
が
女
性
教
職
を
認
め
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
聖
書
信
仰
即
女
性
教
職
反
対
と
す
る
見
方
は
現
実
に
即
し
て
い
な
い
こ

と
が
解
る
。
福
音
派
の
一
部
の
声
の
み
に
注
目
し
、
福
音
派
全
体
の
複
雑
な
歴
史
と
構
造
を
捉
え
な
い
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
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